
寝
屋
川
市
議
会
12
月
議

会
に
は
、
「
介
護
認
定
期

間
短
縮
加
速
化
プ
ラ
ン
」

（
２
０
２
５
年
1
月
～
２

０
２
７
年
３
月
ま
で
の
1

年
3
か
月
間
）の
う
ち
、
２

０
２
５
年
１
月
～
３
月
の

3
か
月
分
の
補
正
予
算
１

２
０
５
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
は
、
現
行
平
均

で
45
日
間
か
か
っ
て
い
る

介
護
認
定
に
か
か
る
日
数

を
、
２
０
２
５
年
度
中
に

介
護
保
険
法
の
規
定
で
あ

る
30
日
よ
り
6
日
間
も
短

い
24
日
間
で
認
定
す
る
と

い
う
計
画
で
す
。

認
定
期
間
が
平
均
45
日

に
も
な
っ
て
い
る
最
大
の

原
因
は
、
２
０
２
３
年
度

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の

た
め
介
護
認
定
の
有
効
期

間
の
延
長
が
２
０
２
４
年

４
月
１
日
に
終
了
と
な
り
、

申
請
件
数
が
大
幅
に
増
加

し
て
調
査
が
間
に
合
わ
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
た

め
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
は
10
月

か
ら
12
月
ま
で
の
介
護
認

定
期
間
の
短
縮
に
む
け
た

緊
急
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

●
①
市
内
介
護
事
業
所
や

個
人
委
託
調
査
員
へ
の
認

定
調
査
に
つ
い
て
の
単
価

引
上
げ
（
１
件
５
５
０
円

引
き
上
げ
４
４
０
０
円
に
）

と
調
査
件
数
を
増
や
し
た

場
合
の
加
算
金
支
給
。

●
②
大
阪
府
指
定
の
訪
問

調
査
法
人
へ
の
委
託
。

●
③
寝
屋
川
市
と
契
約
し

て
い
る
個
人
調
査
員
が
、

他
の
事
業
所
で
勤
務
し
て

い
て
も
可
能
と
す
る
。

●
④
担
当
ケ
ア
マ
ネ
に
よ

る
更
新
調
査
を
認
め
る
。

で
し
た
。

２
０
２
５
年
1
月
か
ら

は
、
緊
急
対
策
に
加
え
て
、

以
下
の
対
策
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

●
①
市
の
訪
問
調
査
員

（介
護
支
援
専
門
員
）現
在

9
人
に
対
し
て
2
人
増
員

し
て
調
査
件
数
を
増
や
す
。

加
え
て
、
事
務
職
1
人
を

増
員
す
る
。

●
②
介
護
認
定
審
査
会
の

委
員
報
酬
を
府
内
中
核
市

及
び
、
近
隣
市
の
平
均
並

み
に
引
き
上
げ
る
。
（
審

査
会
1
回
あ
た
り
の
審
査

数
を
増
や
す
）

●
③
介
護
認
定
審
査
会
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
。
現

在
事
前
に
審
査
委
員
に
郵

送
し
て
い
る
審
査
資
料
を

電
送
し
、
郵
送
に
か
か
る

日
数
を
短
縮
す
る
、
な
ど

で
す
。

介
護
認
定
期
間
短
縮
加

速
化
プ
ラ
ン
の
実
施
で
必

要
な
予
算
は
、
福
祉
基
金

を
活
用
し
ま
す
。

中
林
議
員
は
、
短
縮
加

速
化
プ
ラ
ン
を
評
価
し
た

上
で
、
訪
問
調
査
に
か
か

る
外
部
委
託
の
単
価
が
１

件
９
３
５
０
円
で
あ
り
、

市
内
の
介
護
事
業
所
に
委

託
し
た
場
合
は
、
４
４
０

０
円
と
倍
以
上
違
う
こ
と

か
ら
も
、
貯
ま
っ
て
い
る

認
定
件
数
が
通
常
に
戻
っ

た
ら
、
市
内
の
事
業
所
へ

の
委
託
で
可
能
に
な
る
よ

う
に
と
要
望
し
ま
し
た
。
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現
状
の
平
均
45
日
を
24
日
に
短
縮

緊
急
対
策
で
外
部
委
託
調
査
を
実
施

市政報告会のご案内

日時：12 月 21日(木)

午後４時～

場所：寝屋川市委員会

介護認定期間短縮加速化プラン



12
月
3
日
、
寝
屋
川
市

議
会
12
月
定
例
会
で
、
２

０
２
３
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
、
中
林
か
ず
え

議
員
が
お
こ
な
っ
た
賛
成

討
論
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

🔷

🔷

子
育
て
施
策
に
つ
い
て

市
長
公
約
の
実
現
と
し

て
、
中
学
校
給
食
の
無
償

化
と
第
２
子
以
降
の
保
育

料
の
無
償
化
の
10
月
実
施

を
評
価
し
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
待
機
児

童
ゼ
ロ
の
継
続
や
、
バ
イ

バ
イ
お
む
つ
事
業
の
実
施
、

温
か
い
中
学
校
給
食
の
実

施
に
む
け
て
、
食
缶
方
式

の
導
入
を
評
価
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
小
学
校
給
食

な
ど
子
ど
も
の
給
食
費
の

無
償
化
を
求
め
ま
す
。

教
職
員
の
長
時
間
労
働
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

35
人
学
級
の
中
学
校
で
の

実
施
を
求
め
ま
す
。

同

時
に
、
国
や
大
阪
府
に
対

し
て
要
望
す
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

大
学
生
へ
の
拡
大
を
求
め

ま
す
。
就
学
前
ま
で
し
か

対
象
に
し
て
い
な
い
大
阪

府
に
対
し
、
全
国
並
み
に

対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

京
阪
バ
ス
の
旧
タ
ウ
ン

く
る
路
線
の
廃
止
に
伴
っ

て
、
本
市
独
自
の
バ
ス
路

線
を
新
設
し
、
市
民
の
足

を
確
保
す
る
こ
と
を
決
め

準
備
し
た
こ
と
を
評
価
し

ま
す
。

乗
合
（タ
ク
シ
ー
）事
業
、

バ
ス
利
用
促
進
事
業
、
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
購
入
補

助
事
業
を
評
価
し
、
乗
合

い
事
業
に
つ
い
て
は
、
計

画
通
り
８
地
区
へ
の
拡
充

を
求
め
て
お
き
ま
す
。

住
宅
密
集
地
で
の
建
て

替
え
は
、
現
在
居
住
し
て

い
る
借
家
人
の
住
む
場
所

を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震

の
教
訓
を
ふ
ま
え
、
避
難

所
の
衛
生
、
食
事
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど

十
分
な
条
件
整
備
を
図
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

生
活
保
護
に
つ
い
て
は

権
利
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に

続
い
て
、
保
護
基
準
表
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

を
評
価
し
、
引
き
続
き
、
不

足
し
て
い
る
正
規
職
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
と
、

早
期
の
生
活
保
護
申
請
書

一
式
等
の
公
開
を
求
め
て

お
き
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
で
の

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
評
価
し
、
支
援
が
必

要
な
高
齢
者
が
増
え
て
い

る
下
で
、
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
の
待
機
者
の
解

消
を
求
め
ま
す
。

親
亡
き
あ
と
の
障
が
い

者
の
入
所
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
北
河
内
各
市

と
連
携
し
て
国
・
大
阪
府

に
具
体
策
を
要
望
す
る
こ

と
を
求
め
ま
す
。

任
意
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

発
行
と
任
意
の
医
療
保
険

証
へ
の
紐
づ
け
に
対
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
１
本

化
は
矛
盾
で
す
。

問
題
だ
ら
け
の
マ
イ
ナ

保
険
証
の
強
引
な
一
本
化

は
、
や
め
る
よ
う
、
国
に

要
請
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。
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寝
屋
川
民
主
商
工
会

（
桜
木
町
４
の
13
）
の
「
餅

つ
き
大
会
」
に
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

民
商
さ
ん
は
、
自
営

業
・
小
企
業
・
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
な
ど
小
規
模
な
事

業
者
が
助
け
合
い
、
励

ま
し
合
っ
て
、
営
業
と
暮

ら
し
を
守
る
団
体
で
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

会
員
は
全
国
16
万
人
に

及
ぶ
と
の
こ
と
で
す
。

私
の
事
務
所
で
の
「暮

ら
し
何
で
も
相
談
会
」で

自
営
業
の
方
か
ら
、
経

営
の
こ
と
、
商
売
の
た

め
の
借
入
金
、
確
定
申

告
な
ど
の
相
談
が
あ
れ

ば
、
民
商
さ
ん
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
毎
月
1
回
（
第

1
火
曜
日
）
の
午
後
3

時
か
ら
の
法
律
相
談
は
、

民
商
さ
ん
の
会
員
さ
ん

の
紹
介
が
あ
れ
ば
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
て
助

か
っ
て
い
ま
す
。

「
餅
つ
き
」
と
い
え
ば

私
の
子
ど
も
時
代
に
は

暮
れ
に
な
っ
た
ら
「餅
つ

き
」
を
す
る
の
が
ど
の

家
も
当
た
り
前
で
し
た
。

黄
色
い
あ
わ
餅
や
よ

も
ぎ
餅
、
お
ふ
く
餅
と

言
っ
て
米
粒
を
わ
ざ
わ

ざ
残
し
た
お
餅
も
懐
か

し
い
で
す
。

今
年
も
義
理
人
情
の

厚
い
民
商
さ
ん
の
事
務

局
や
会
員
の
皆
さ
ん
に

元
気
を
い
た
だ
き
、
感

謝
で
す
。 中

林
か
ず
え

中
学
校
給
食
と
第
2
子
以
降
保
育
料
無
償
化
を
評
価

2023年度決算認定

12月議会 中林議員が賛成討論

議員日誌

マ
イ
ナ
保
険
証
一
本
化
は
中
止
を

駅
前
の
車
い
す
ト
イ
レ
の
改
善
を

障
が
い
者
の
入
所
施
設
の
整
備
を

今年から導入のねやBUS

民商さん餅つき

生活保護権利ポスター



次
に
、
介
護
保
険
に
つ
い

て
で
す
。

保
険
料
の
市
独
自
の
低
所

得
者
減
免
制
度
の
市
民
周

知
と
要
件
の
緩
和
、
介
護

利
用
料
の
減
免
制
度
の
創

設
を
求
め
ま
す
。

国
に

対
し
て
、
補
助
金
を
増
や

し
て
、
市
民
負
担
の
軽
減

を
図
る
よ
う
、
市
と
し
て

要
請
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
職
の
欠
員
解
消
と
、

要
介
護
認
定
期
間
の
短
縮

を
求
め
ま
す
。

最
後
に
、
そ
の
他
、
各
委

員
会
で
、
具
体
的
に
改
善

す
べ
き
課
題
を
指
摘
し
ま

し
た
。

市
と
し
て
、
具

体
化
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。
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環
境
影
響
評
価
制
度
の
導
入
を


